
 
 
 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。皆さま新年を迎え、今年

の目標に向かって新たなスタートができましたでしょうか。 

日頃は４地区自主防災組織へのご理解ご協力、誠にありが

とうございます。湯浅町全体の防災への課題は多く、やらな

ければいけないことが山積しています。地震、津波、火災な

どに対応するためには日頃の意識と、遭遇した時の一刻も早

い取り組みが必要であり、日頃の訓練が生きてきます。昨年

は残念ながら伝建地区で火災が起こり、また１２月に起こっ

た新潟・糸魚川での大火災も他人事とは考えられず、災害へ

の日頃の心配りが必要であることを強く感じる年でした。今

年は地区内の防災にとらわれず町全体で防災の意識を高める

ように、行政とともに町を守るための意識を高めていきまし

ょう。 

地震、津波、火災に対する最低限しなくてはならないこと

を見直し、改善すべきところは、共助、共労、の心がけで取

り組みたいものです。 
 

 

 

 

  日  時 ： ２月１９日（日） 午前１０時 ～ 正午 
  場  所 ： 北の町老人憩の家前 集合 

■ 年齢・性別問わず覚えておかなくてはならな

い訓練ですので、多くのご参加をお願いい

たします。 

■ 隣近所、お誘いあわせの上ご参加ください。 

■ 動きやすい服装で参加ください。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年は、重伝建選定１０周年の記念すべき年でしたが、２月の「ひな人形展」から始ま

り年末の「１０周年記念式典」まで、無事開催できましたのは、ひとえに皆様方のご協力

の賜物と感謝しております。 

「重伝建１０周年実行委員会」も、今年の３月末を持ちまして役目を終え、新たに「湯

浅まちまみの会」を発足させる運びとなりました。「湯浅まちなみの会」は「重伝建１０

周年実行委員会」の事業を継承し、伝建地区を中心としたイベントの開催運営を行ってい

く団体です。「湯浅伝建地区保存協議会」は、地域住民で構成している団体の為、人手が

足らずイベントを開催運営していくためには、無理があります。そこで、伝建地区内外か

ら協力していただく人々の参加を募り、「湯浅まちなみの会」を組織して、一年間のイベ

ントを運営して行きます。 

今後は、「湯浅伝建地区保存協議会」と「湯浅まちなみの会」が、互いに協力し合い伝

建地区の活性化に寄与できればと思っておりますので、本年もご支援の程よろしくお願い

申し上げます。 

湯浅伝建地区保存協議会 会長 木下智之 

 

 

 

 

重伝建選定１０周年記念式典の前日、１２月１７日（土）に、

重伝建１０周年実行委員会の主催で、住民親睦餅つき大会が行わ

れました。暖かい日差しの中、地区内の住民の皆さんをはじめ、

観光で訪れた方々も含め、１年前よりも多くの来場者で賑わいま

した。“昔とった杵柄（きねづか）”で大活躍の人、楽しそうに杵

を握る子供たち、偶然あったイベントに飛び入り参加の外国人観

光客、まさに老若男女が集い、笑顔が絶えず人の温かさを感じる

時間を楽しみました。つきたてのお餅はぜんざいにして振る舞わ

れ、大好評でした。 
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まちなみ瓦版 
■平成２９年 １月 ６日 

■第 ３１ 号 

■発行：湯浅伝建地区保存協議会 

■発行責任者：木下 智之 

湯浅伝建地区保存協議会 
まちなみ瓦版に皆様のご要望などを掲載していきたいと思います。ご意
見・ご要望などございましたら、保存協議会委員まで連絡をお願いします。 

■ホームページ http://www.eonet.ne.jp/~denken-yuasa 
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４地区自主防災連絡協議会より 

《訓練内容》消火訓練（消防署協力） 

  １．バケツリレーによる消火 

２．消火器による消火 

３．可搬式ポンプによる放水訓練 

これまでの訓練の様子 



７月 北町行灯ライトアップ 

廣岡 照秋さん 

４～５月 行灯アート展 ４～５月 五月人形展 

２～３月 ひな人形展 

１０月 オータムフェス 

 

 

 

 

１２月１８日（日）、総合センター２階において、湯浅町・湯

浅町教育委員会・重伝建１０周年実行委員会による、「重要伝

統的建造物群保存地区選定１０周年記念式典」が開催されまし

た。式典は、和太鼓「心音」によるオープニングで華やかに幕

をあけ、これまでの伝建地区の町並み保存にご尽力された４団

体１個人と保存協議会初代会長の故・廣岡照秋氏に湯浅町長か

ら感謝状が贈呈されました。続いて、垣内貞教育長による講演

「湯浅の町並みの成り立ち」のあと、伝建地区を様々な分野で

支え、見守ってきた 8 名の出演者によるリレートーク「湯浅の

町並み１０年の歩みと、これから」では、懐かしい思い出話やこれからに向けた提言が語

られました。 

伝建地区の住民をはじめとした町内の方々や、兵庫県や奈良県などの伝建地区の方々を

含め訪れた約１００名の来場者からは「懐かしかった」「人のあたたかさを感じる式だっ

た」といった声が聞かれ、会場はお祝いムードに包まれました。 

 

                             （順不同・敬称略） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２８年度の保存審議会が１１月２５日（金）、役場２階災害

対策室で開催されました。事務局より、平成２８年度の保存修理

事業等の進捗と、８月８日に発生した火災について報告されまし

た。また、火災により焼失した１棟の伝統的建造物の解除と新た

に２棟の特定（追加）および平成２９年度事業計画物件について

の議案が審議され、宿泊体験等施設整備の一部が２９年度の直接

事業で行われることなどを含めた内容が承認されました。 

 
 

 

 

 

 １２月８日（木）に開かれた重伝建１０周年実行委員会

の会議において、今後、地区内のイベントを引き継ぎ行う

ための新しい組織「湯浅まちなみの会」を作り、これから

のイベントの指揮を執っていただくための役員の選出を行い、選出

された皆さんの了解をいただきました。 

 新たな役員が決まり、それに各区より選出されたイベント委員会

の皆さんが引き続き対応していただき、その手助けとして地区民の

皆さん、協力ボランティアのみなさんのご協力で実行します。ご支

援のほどをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年で１１回目を迎える行灯アート展（4/29（土）～5/3（水））

に関しては、長期にわたる準備と、５日間の展示期間中は夜間の管

理など多くの人員が必要になり、区民の皆様のご協力が必要になり

ます。今年も皆様のできる限りのお手伝いをよろしくお願いいたし

ます。 

１０年を経過して、各方面から、湯浅の皆さんが頑張っている、

居心地の良い町並みとおもてなしが大変良い、と評価をいただいて

おります。今後も地区の皆様の活発な行動をもとに、元気な湯浅をつくるために、ご協力

のほどをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

  毎年好評をいただいているひな人形の展示を、今年も実施し 

  ます。お楽しみに！ 

   開催期間：２月５日（日）～３月５日（日） 

   場  所：甚風呂・岡正・北町ふれあいギャラリー ほか 

        伝建地区を中心に各所で展示予定 

湯浅まちなみの会 役員 

会 長  根来 勝春 

副会長  木下 智之 

会 計  守屋 成浩 

監 事  三橋 雄作 

【湯浅伝建地区保存協議会】 

選定以降、継続して住民自らの取組み

を進めてきました。 

【北浜町街づくり委員会】 

「湯浅まちなみ交流館」を中心に親切

心と活力に満ちたおもてなしで活躍さ

れています。 

【湯浅ボランティアガイド協会】 

「語り部」として来訪者に湯浅の魅力

を発信し続けています。 

 

【（株）角長】 

老舗醤油醸造元として私設の見学施

設を公開する等、湯浅の醤油醸造文化

を発信されています。 

【太田庄輔】 

「北町ふれあいギャラリー」の管理や「まえ

ぐら」等のイベント時の開放にご協力いただ

いています。 

【廣岡照秋】（故人） 
町全体の発展を考え行政と向き合い歴史的

な町並みの継承に尽力されました。 

報告 
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記念式典の様子 

昨年(第 10回)の様子 

お知らせ 


